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大分市交通安全計画 
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大分市交通安全対策会議 

 

         



 

ま え が き 

 

 本市は、昭和４６年に大分市交通安全計画を策定し、以来１０次にわたり計画の改定

を図るなかで、各関係機関と連携しながら計画に掲げた様々な施策を展開し、総合的な

交通安全対策の推進に努めてきた。 

 その結果、本市の年間の交通事故による負傷者数と死者数は、それぞれ昭和４６年と

昭和４７年をピークに、その後は減少に転じた。第１０次大分市交通安全計画に定める

「平成３２年までに年間交通事故死者数を１２人、死傷者数を２，５００人以下に抑制

する」との目標達成のため、多くの方々の支援・協力を得ながら、各種の交通安全対策

を推進し、平成３０年に死者数８人、死傷者数２，２４０人、令和２年についても、死

者数９人、死傷者数１，５２０人と死者数及び死傷者数ともに目標を達成することがで

きた。 

 その要因としては、「おこさず あわず 事故ゼロ」をスローガンとした交通安全運

動や各種の交通安全活動が、市民総ぐるみ運動として精力的に展開されたことにより

市民の交通安全意識が高まったこと、危険箇所や事故多発箇所での交差点改良をはじ

め、安全で安心な歩行空間の確保など道路交通環境の整備が進んだこと、さらに交通安

全施設の拡充や効果的な交通規制が実施されたことなどが考えられる。 

 近年の免許人口・車両台数の増加や生活様式の多様化、高速道路網の整備進展による

交通アクセスの利便性から交通量が増加するなど急激な変化を示す交通社会の中にも

かかわらず、各種の施策の取り組みにより、交通事故発生件数や負傷者は、平成１８年

以降いずれも減少傾向を示している。 

しかしながら、超高齢化社会を背景に、第１０次交通安全計画期間中の交通事故死者

数に占める高齢者の割合は５９％と高い率を示しており、今後も憂慮すべき事態にな

っている。 

こうしたことから、交通事故の防止は、市民一人ひとりが全力をあげて取り組まなけ

ればならない緊急かつ重要な課題と認識し、人命尊重の理念の下、子どもや高齢者、障

がいのある人をはじめ全ての市民の安全を守るため関係機関・団体や地域との連携を

図りながら、総合的な交通安全対策を従前にも増して積極的に推進する必要がある。 

このような観点から、第１１次大分市交通安全計画は、交通安全対策基本法第２６条

第１項の規定に基づき、令和３年度から令和７年度までの５年間に講ずべき交通安全

対策に関する施策を定めたものである。 

交通安全に関する施策は、多種多様にわたり、相互に密接な関連を有するため、行

政・関係機関・団体は連携を深め、総合的かつ計画的に実施するものとし、同時に市民

生活に直接係るものが多いため、施策の推進にあたっては、市民の十分な理解を得ると

ともに、市民との協働の下、その効果を高めるよう努めるものとする。         
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